
曲
っ
た
腰
に
鎌
を
差
し
て
、
真
黒
い
手
拭
で
頬
被
り
を
し
て
、
其
の
後
姿

は
、
今
の
八
十
才
以
上
の
老
人
に
も
見
え
た
。
 

子
供
は
着
物
に
股
引
を
履
き
、
着
物
の
襟
や
袖
を
見
る
と
汁
の
落
ち
た

の
や
、
鼻
を
袖
に
拭
き
、
襟
や
袖
が
黒
光
り
し
て
い
た
。
着
替
る
着
物
も

あ
る
筈
が
無
く
、
母
が
洗
濯
に
苦
労
し
た
。
 

【
マ
ツ
ゲ

（
町買
い
）
H
 

正
月
近
く
な
っ
て
、
大
抵
の
農
家
で
は

「
マ
ツ
ゲ
」
（
町
へ
買
い
物
）
 

に
行
く
と
言
っ
て
買
物
に
行
き
、
呉
服
屋
で
反
物
を
買
っ
て
子
供
達
に
着

物
や
足
袋
を
つ
く
っ
て
着
せ
た
。
当
時
の
足
袋
の
文
数
は
八
文
と
か
、
十

文
型
と
か
い
う
の
が
、
足
袋
の
文
型
で
あ
っ
た
。
 

【
 
「ケ
リ
」
（
ゴム
靴
）
H
 

学
校
に
通
う
生
徒
は
大
抵
の
人
は
、
藁
靴
を
履
い
て
通
学
し
た
が
、
ゴ

ム
靴
が
流
行
っ
て
か
ら
は
、
ゴ
ム
製
で
通
学
す
る
様
に
な
っ
た
が
、
昔
は

ゴ
ム
靴
を

「
ケリ
」
と
言
っ
た
。
 

昔
の
子
供
達
の
被
り
物
は
、
大
抵
の
子
供
は
無
帽
に
ち
か
く
、
冬
の
吹

雪
の
日
は
、
「
フ
ラ
ンケ
（
毛
布
の
一
種
）
」
を被
っ
て
通
学
し
た
。
 

女
の
生
徒
は

「
マ
ン
ト

（
ツ
ル
）
」
を着
て
通
学
し
た
と
言
う
。
ま
た

服
を
着
て
い
る
人
は
、
役
場
の
職
員
か
学
校
の
先
生
位
で
あ
っ
た
。
 

H
 
「
祝日
の
菓
子
」
H
 

普
段
着
て
い
る
衣
類
も
、
旦
那
衆
と
貧
農
は
差
が
余
り
に
も
違
っ
て
い

た
。
国
の
祝
日
で
も
、
我
々
貧
農
の
子
供
は
普
段
着
の
着
物
を
着
て
行
く

が
、
旦
那
衆
の
子
供
は
羽
織
袴
で
学
校
に
行
く
、
校
長
先
生
が
勅
語
を
読

ん
で
い
る
内
は
頭
を
下
げ
て
い
る
が
、
心
の
中
は
早
く
終
っ
て
菓
子
を
貰
 
 

う
事
ば
か
り
、
心
の
中
に
あ
っ
た
。
 

H

「
飯
ん米
」
H
 

昔
は
今
と
違
っ
て
足
り
な
い
の
が
米
で
あ
っ
た
。
豊
作
の
年
で
も
一
反

歩
か
ら
五
ー
六
俵
が
精

一
杯
で
あ
った
。
そ
の
内
か
ら
約
半
分
の
小
作
米

を
地
主
に
取
ら
れ
る
か
ら
、
百
姓
の
暮
ら
し
は
苦
し
い
。
 

お
盆
過
ぎ
に
な
る
と
飯
米
が
足
り
無
く
な
る
。
子
供
の
七
ー
八
人
も
あ

る
家
で
は
、
飯
米
が
足
り
無
く
な
る
の
は
当
た
り
前
だ
っ
た
。
子
供
の
多

い
家
で
は
十
二
人
ー
十
三
人
も
あ
っ
た
。
 

H

「
貧
 
農
」H
 

貧
農
の
家
で
は
、
十
ニ
ー
十
三
才
位
で
借
子
に
出
し
た
り
、
女
の
子
は
 

「
ア
ダ
コ
（
子
守
）
」
に
出
した
り
、
口
減
ら
し
の
為
だ
。
 

】
一
粒
の
飯
で
も
粗
末
に
す
る
と
目
が
潰
れ
る
と
、
よ
く
親
が
言
っ

た
も
ん
だ
o

一
人
の
老
人
か
ら
聞
い
た
話
だ
が
、
「
貧農
の
百
姓
が
便
所

に
行
っ
た
が
、
便
所
の
敷
板
に
子
供
が
落
と
し
た
の
か
、
一
粒
の
飯
粒
が

落
ち
て
い
た
の
で
、
親
は
勿
体
無
い
と
飯
粒
を
拾
っ
て
食
べ
た
と
言
う
。
 

そ
の
翌
年
か
ら
、
他
家
よ
り
米
が
多
く
と
れ
て
、
資
産
家
に
な
っ
た
」
と

言
う
。
 

n

「
借
り
子
」
 
n
 

私
が
若
い
頃
に
聞
い
た
話
で
あ
る
が
、
借
子
を
雇
っ
て
居
る
家
で
は
、
 

借
子
に
五
日
賄
い
、
七
日
賄
い
、
賄
い
と
は
魚
を
食
べ
る
日
で
、
節
約
す

る
家
で
は
七
日
賄
い
で
、
七
日
に
一
回
魚
を
食
べ
さ
せ
た
が
、
そ
の
魚
も

粕
漬
の
塩
辛
い
練
の
切
身
が
半
分
位
で
あ
っ
た
と
言
う
。
 

借
り
子
を
雇
っ
て
居
る
家
で
は
、
今
日
は
母
の
命
日
、
親
爺
の
命
日
、
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孫
爺
の
命
日
だ
と
、
一
週
間も
十
日
間
も
魚
を
食
べ
ず
に
精
進
、
葬
事
料

理
を
し
た
。
魚
を
食
べ
ず
節
約
し
た
。
 

借
子
を
雇
っ
て
お
る
家
で
も
、
百
姓
は
仕
事
の
上
に
も
仕
事
、
節
約
の

上
に
節
約
し
な
け
れ
ば
生
き
て
行
け
な
か
っ
た
時
代
で
あ
っ
た
o
 

n

「
ス
グ
サ
汁
」
 H
 

十

一
月
ー
十
二
月
頃
に
な
る
と
、
ど
こ
の
農
家
を
見
て
も
目
に
つ
く
の

は

「
ス
グ
サ

（
大根
の
干
葉
）
」
 で
、
津
軽
の
風
物
で
、
家
の
軒
下
の
ま

わ
り
は

「
ス
グ
サ
」
は
な
く
て
は
な
ら
な
い
保
存
食
で
、
冬
の
農
家
の
野

菜
汁
は
、
朝
晩
毎
日
の
ス
グ
サ
汁
で
あ
っ
た
。
ス
グ
サ
汁
に
鰯
の
焼
干
を

入
れ
る
と
美
味
し
く
、
家
に
よ
っ
て
は
ト
ロ
ロ
昆
布
を
ス
グ
サ
汁
に
入
れ

て
食
べ
た
。
 

H

「
自家
製
味
噌
」
H
 

昔
の
百
姓
は
自
給
自
足
で
、
味
噌

・
納
豆
も
自
家
製
で
、
味
噌
は
年
に

一
俵
以
上
も
大
豆
で
造
り
、大
樽
に
入
れ
て
三
年
位
手
を
つ
け
ず
に
い
た
。
 

金
持
ち
で
は
大
樽
（
八
斗
入
）
を
、
二
個
も
三
個
も
蔵
の
中
に
貯
蔵
し
て

あ
っ
た
。
 

白
鮫
油
な
ど
は
年
に
ニ
ー
三
合
も
あ
る
と
上
に
口
で
、
計
り
売
り
を
し

た
が
、
今
思
い
出
し
て
み
る
と
、
一
勺
析
、
三
勺
析
、
五
勺
析
、
 一
升
析

と
、
嘉
瀬
鍛
冶
町
の
山
兵
商
店
で
析
売
り
だ
っ
た
。
 

H
 
「
かま
ど
け
す
（
財
産
）
」
 

学
校
か
ら
帰
っ
て
く
る
と
、友
達
と
野
原
や
川
の
土
手
に
遊
び
に
行
き
、
 

「
ス
カ
ン
パ

（
さ
しと
り
）
」や
「
ス
グ
リ
（
グ

ー
ス
ベ
リ
）
」な
ど
、
塩

も
つ
け
ず
兎
の
様
に
食
べ
た
が
、
菓
子
や
飴
な
ど
買
う
お
金
も
無
く
、
大
 
 

抵
の
子
供
が
こ
の
様
に
し
て
食
べ
た
が
、
腹
痛
や
下
痢
も
無
か
っ
た
o
 

お
昼
に
は
汁
も
な
け
れ
ば
魚
も
無
い
、
漬
物
だ
け
で
、
 一
皿
で
足
り

ず
、
二
皿
も
三
皿
も
食
べ
た
が
、
子
供
が
父
に
汁
を
飲
み
た
い
と
言
う
と
、
 

父
は
昼
か
ら
汁
を
飲
む
な
ん
て
、こ
の
「
かま
ど
け
す
（財
産
）
」
と怒
鳴
る
o
 

H

「
金持
ち
と
貧
農
」
H
 

昔
は
村
の
旦
那
衆
の
家
は
広
い
屋
敷
に
、
大
き
な
立
派
な
家
を
構
え
、
 

家
の
横
に
は
白
壁
の
大
き
な
土
蔵
が
有
り
、
家
の
回
り
に
は
塀
を
回
し
、
 

入
ロ
は
立
派
な
門
構
え
で
、
村
一
ー
二
の
金
持
ち
の
風
格
の
住
居
で
あ
っ

た
。
 

農
家
の
屋
根
は
茅
葺
き
藁
葺
き
が
多
か
っ
た
が
、
ど
こ
の
屋
根
を
見
て

も
苔
が
生
え
て
い
た
。
貧
農
の
家
は
敷
板
を
買
う
金
も
無
く
、
土
間
の
上

に
籾
殻
を
敷
き
、
其
の
上
に
鑓
を
敷
い
て
暮
ら
し
て
い
る
家
も
多
々
あ
っ

た
。
貧
農
は
入
口
に
戸
の
代
り
に
鑓
を
下
げ
て
い
た
が
、
俗
に
」n
nう
「
掛

け
鑓
」
で
、町
の
人
は

「軽
べ
つ
」
の
眼
で
「
掛
け笹
育
ち
」
と
笑
っ
た
o
 

H
 
「
風と
蚤
」
 n
 

一
番
困
っ
た
の
は
風
と
蚤
で
あ
る
。
蚤
は
夏
が
主
で
あ
る
が
、
風
は
年

中
だ
。風
は
身
体
か
ら
湧
い
て
く
る
と
信
じ
て
い
た
。風
は
取
っ
て
も
取
っ

て
も
次
か
ら
次
と
出
て
く
る
。
下
着
の
縫
い
目
か
ら
列
を
作
っ
て
歩
く
、
 

冬
の
寒
い
晩
に
寝
着
物
を
囲
炉
裏
に
あ
ぶ
る
と
、
寝
着
物
に
い
る
風
が
熱

さ
の
為
に
囲
炉
裏
に
ボ
タ
ボ
タ
落
ち
た
。
 

春
の
天
気
の
良
い
日
に
庭
に
鍵
を
敷
い
て
、
母
が
、
娘
が
頭
の
髪
か
ら

風
を
取
っ
て
い
る
姿
が
、
時
々
見
受
け
ら
れ
た
も
の
で
し
た
o
 

曲
っ
た
腰
に
鎌
を
差
し
て
、
真
黒
い
手
拭
で
頬
被
り
を
し
て
、
其
の
後
姿

は
、
今
の
八
十
才
以
上
の
老
人
に
も
見
え
た
。

子
供
は
着
物
に
股
引
を
履
き
、
着
物
の
襟
や
袖
を
見
る
と
汁
の
落
ち
た

の
や
、
鼻
を
袖
に
拭
き
、
襟
や
袖
が
黒
光
り
し
て
い
た
。
着
替
る
着
物
も

あ
る
筈
が
無
く
、
母
が
洗
濯
に
苦
労
し
た
。

Ⅱ
マ
ッ
ゲ
（
町
買
い
）
Ⅱ

正
月
近
く
な
っ
て
、
大
抵
の
農
家
で
は
「
マ
ッ
ゲ
」
（
町
へ
買
い
物
）

に
行
く
と
言
っ
て
買
物
に
行
き
、
呉
服
屋
で
反
物
を
買
っ
て
子
供
達
に
着

物
や
足
袋
を
つ
く
っ
て
着
せ
た
。
当
時
の
足
袋
の
文
数
は
八
文
と
か
、
十

文
型
と
か
い
う
の
が
、
足
袋
の
文
型
で
あ
っ
た
。

Ⅱ
「
ケ
リ
」
（
ゴ
ム
靴
）
Ⅱ

学
校
に
通
う
生
徒
は
大
抵
の
人
は
、
藁
靴
を
履
い
て
通
学
し
た
が
、
ゴ

ム
靴
が
流
行
っ
て
か
ら
は
、
ゴ
ム
製
で
通
学
す
る
様
に
な
っ
た
が
、
昔
は

ゴ
ム
靴
を
「
ケ
リ
」
と
言
っ
た
。

昔
の
子
供
達
の
被
り
物
は
、
大
抵
の
子
供
は
無
帽
に
ち
か
く
、
冬
の
吹

雪
の
日
は
、
「
フ
ラ
ン
ケ
（
毛
布
の
一
種
）
」
を
被
っ
て
通
学
し
た
。

女
の
生
徒
は
「
マ
ン
ト
（
ツ
ル
こ
を
着
て
通
学
し
た
と
言
う
。
ま
た

服
を
着
て
い
る
人
は
、
役
場
の
職
員
か
学
校
の
先
生
位
で
あ
っ
た
。

Ⅱ
「
祝
日
の
菓
子
」
Ⅱ

普
段
着
て
い
る
衣
類
も
、
旦
那
衆
と
貧
農
は
差
が
余
り
に
も
違
っ
て
い

た
。
国
の
祝
日
で
も
、
我
々
貧
農
の
子
供
は
普
段
着
の
着
物
を
着
て
行
く

が
、
旦
那
衆
の
子
供
は
羽
織
袴
で
学
校
に
行
く
、
校
長
先
生
が
勅
語
を
読

ん
で
い
る
内
は
頭
を
下
げ
て
い
る
が
、
心
の
中
は
早
く
終
っ
て
菓
子
を
貰

孫
爺
の
命
日
だ
と
、
一
週
間
も
十
日
間
も
魚
を
食
べ
ず
に
精
進
、
葬
事
料

理
を
し
た
。
魚
を
食
べ
ず
節
約
し
た
。

借
子
を
雇
っ
て
お
る
家
で
も
、
百
姓
は
仕
事
の
上
に
も
仕
事
、
節
約
の

上
に
節
約
し
な
け
れ
ば
生
き
て
行
け
な
か
っ
た
時
代
で
あ
っ
た
。

Ⅱ
「
ス
グ
サ
汁
」
Ⅱ

十
一
月
～
十
二
月
頃
に
な
る
と
、
ど
こ
の
農
家
を
見
て
も
目
に
つ
く
の

は
「
ス
グ
サ
（
大
根
の
干
葉
）
」
で
、
津
軽
の
風
物
で
、
家
の
軒
下
の
ま

わ
り
は
「
ス
グ
サ
」
は
な
く
て
は
な
ら
な
い
保
存
食
で
、
冬
の
農
家
の
野

菜
汁
は
、
朝
晩
毎
日
の
ス
グ
サ
汁
で
あ
っ
た
。
ス
グ
サ
汁
に
鰯
の
焼
干
を

入
れ
る
と
美
味
し
く
、
家
に
よ
っ
て
は
ト
ロ
ロ
昆
布
を
ス
グ
サ
汁
に
入
れ

て
食
べ
た
。

Ⅱ
「
自
家
製
味
噌
」
Ⅱ

昔
の
百
姓
は
自
給
自
足
で
、
味
噌
・
納
豆
も
自
家
製
で
、
味
噌
は
年
に

一
俵
以
上
も
大
豆
で
造
り
、
大
樽
に
入
れ
て
三
年
位
手
を
つ
け
ず
に
い
た
。

金
持
ち
で
は
大
樽
（
八
斗
入
）
を
、
二
個
も
三
個
も
蔵
の
中
に
貯
蔵
し
て

あ
っ
た
。

白
鮫
油
な
ど
は
年
に
二
～
三
合
も
あ
る
と
上
に
口
で
、
計
り
売
り
を
し

た
が
、
今
思
い
出
し
て
み
る
と
、
一
勺
枡
、
三
勺
枡
、
五
勺
枡
、
一
升
枡

と
、
嘉
瀬
鍛
冶
町
の
山
兵
商
店
で
枡
売
り
だ
っ
た
。

Ⅱ
「
か
ま
ど
け
す
（
財
産
亘

学
校
か
ら
帰
っ
て
く
る
と
、
友
達
と
野
原
や
川
の
土
手
に
遊
び
に
行
き
、

「
ス
カ
ン
パ
（
さ
し
と
り
）
」
や
「
ス
グ
リ
（
グ
ー
ス
ベ
リ
ヒ
な
ど
、
塩

も
つ
け
ず
兎
の
様
に
食
べ
た
が
、
菓
子
や
飴
な
ど
買
う
お
金
も
無
く
、
大

う
事
ば
か
り
、
心
の
中
に
あ
っ
た
。

Ⅱ
「
飯
ん
米
」
Ⅱ

昔
は
今
と
違
っ
て
足
り
な
い
の
が
米
で
あ
っ
た
。
豊
作
の
年
で
も
一
反

歩
か
ら
五
～
六
俵
が
精
一
杯
で
あ
っ
た
。
そ
の
内
か
ら
約
半
分
の
小
作
米

を
地
主
に
取
ら
れ
る
か
ら
、
百
姓
の
暮
ら
し
は
苦
し
い
。

お
盆
過
ぎ
に
な
る
と
飯
米
が
足
り
無
く
な
る
。
子
供
の
七
～
八
人
も
あ

る
家
で
は
、
飯
米
が
足
り
無
く
な
る
の
は
当
た
り
前
だ
っ
た
。
子
供
の
多

い
家
で
は
十
二
人
～
十
三
人
も
あ
っ
た
。

Ⅱ
「
貧
農
」
Ⅱ

貧
農
の
家
で
は
、
十
二
～
十
三
才
位
で
借
子
に
出
し
た
り
、
女
の
子
は

「
ア
ダ
コ
（
子
守
）
」
に
出
し
た
り
、
口
減
ら
し
の
為
だ
。

Ⅱ
一
粒
の
飯
で
も
粗
末
に
す
る
と
目
が
潰
れ
る
と
、
よ
く
親
が
言
っ

た
も
ん
だ
。
一
人
の
老
人
か
ら
聞
い
た
話
だ
が
、
「
貧
農
の
百
姓
が
便
所

に
行
っ
た
が
、
便
所
の
敷
板
に
子
供
が
落
と
し
た
の
か
、
一
粒
の
飯
粒
が

落
ち
て
い
た
の
で
、
親
は
勿
体
無
い
と
飯
粒
を
拾
っ
て
食
べ
た
と
言
う
。

そ
の
翌
年
か
ら
、
他
家
よ
り
米
が
多
く
と
れ
て
、
資
産
家
に
な
っ
た
」
と

一
言
》
つ
。

Ⅱ
「
借
り
子
」
Ⅱ

私
が
若
い
頃
に
聞
い
た
話
で
あ
る
が
、
借
子
を
雇
っ
て
居
る
家
で
は
、

借
子
に
五
日
賄
い
、
七
日
賄
い
、
賄
い
と
は
魚
を
食
べ
る
日
で
、
節
約
す

る
家
で
は
七
日
賄
い
で
、
七
日
に
一
回
魚
を
食
べ
さ
せ
た
が
、
そ
の
魚
も

粕
漬
の
塩
辛
い
鰊
の
切
身
が
半
分
位
で
あ
っ
た
と
言
う
。

借
り
子
を
雇
っ
て
居
る
家
で
は
、
今
日
は
母
の
命
日
、
親
爺
の
命
日
、

抵
の
子
供
が
こ
の
様
に
し
て
食
べ
た
が
、
腹
痛
や
下
痢
も
無
か
っ
た
。

お
昼
に
は
汁
も
な
け
れ
ば
魚
も
無
い
、
漬
物
だ
け
で
、
一
皿
で
足
り

ず
、
二
皿
も
三
皿
も
食
べ
た
が
、
子
供
が
父
に
汁
を
飲
み
た
い
と
言
う
と
、

父
は
昼
か
ら
汁
を
飲
む
な
ん
て
、
こ
の
「
か
ま
ど
け
す
（
財
産
と
と
怒
鳴
る
。

Ⅱ
「
金
持
ち
と
貧
農
」
Ⅱ

昔
は
村
の
旦
那
衆
の
家
は
広
い
屋
敷
に
、
大
き
な
立
派
な
家
を
構
え
、

家
の
横
に
は
白
壁
の
大
き
な
土
蔵
が
有
り
、
家
の
回
り
に
は
塀
を
回
し
、

入
口
は
立
派
な
門
構
え
で
、
村
一
～
二
の
金
持
ち
の
風
格
の
住
居
で
あ
っ

た
。

農
家
の
屋
根
は
茅
葺
き
藁
葺
き
が
多
か
っ
た
が
、
ど
こ
の
屋
根
を
見
て

も
苔
が
生
え
て
い
た
。
貧
農
の
家
は
敷
板
を
買
う
金
も
無
く
、
土
間
の
上

に
籾
殻
を
敷
き
、
其
の
上
に
筵
を
敷
い
て
暮
ら
し
て
い
る
家
も
多
々
あ
っ

た
。
貧
農
は
入
口
に
戸
の
代
り
に
筵
を
下
げ
て
い
た
が
、
俗
に
言
う
「
掛

け
筵
」
で
、
町
の
人
は
「
軽
べ
つ
」
の
眼
で
「
掛
け
筵
育
ち
」
と
笑
っ
た
。

Ⅱ
「
風
と
蚤
」
Ⅱ

一
番
困
っ
た
の
は
風
と
蚤
で
あ
る
。
蚤
は
夏
が
主
で
あ
る
が
、
風
は
年

中
だ
。
風
は
身
体
か
ら
湧
い
て
く
る
と
信
じ
て
い
た
・
風
は
取
っ
て
も
取
っ

て
も
次
か
ら
次
と
出
て
く
る
。
下
着
の
縫
い
目
か
ら
列
を
作
っ
て
歩
く
、

冬
の
寒
い
晩
に
寝
着
物
を
囲
炉
裏
に
あ
ぶ
る
と
、
寝
着
物
に
い
る
風
が
熱

さ
の
為
に
囲
炉
裏
に
ボ
タ
ボ
タ
落
ち
た
。

春
の
天
気
の
良
い
日
に
庭
に
筵
を
敷
い
て
、
母
が
、
娘
が
頭
の
髪
か
ら

風
を
取
っ
て
い
る
姿
が
、
時
々
見
受
け
ら
れ
た
も
の
で
し
た
。

－34－－35－



」
「
目
薬
り
」
 n
 

嘉
瀬
の
鍛
冶
町
薬
師
神
社
前
に
湧
水
が
あ
っ
た
。
こ
の
湧
水
で
目
を
洗

う
と
、
悪
い
目
の
人
も
治
る
。
ま
た
体
の
毒
を
消
す
と
か
で
、
旧
暦
七
月

七
日
は
薬
師
神
社
の
大
祭
で
、
村
の
人
々
は
勿
論
で
、
近
郷
近
在
の
人
々

が
大
勢
来
て
、
目
を
洗
っ
た
り
、
湧
水
を
呑
む
人
、
ま
た
一
升
徳
利
に
汲

ん
で
行
く
人
、
水
を
家
に
持
ち
帰
っ
て
か
ら
目
を
洗
う
人
々
が
多
々
あ
つ

た
。
 H

 「
ジ
ャ
ン
ボ
刈
り
」
H
 

昔
は
大
抵
の
家
で

「
バリ
カ
ン
」
が
あ
っ
た
。
床
屋
（
理
髪
店
）
に
行

く
お
金
を
節
約
し
た
。
 

そ
の
バ
リ
カ
ン
で
大
人
も
子
供
も
「
ジ
ャ
ン
ボ
」
（
散髪
）
刈
り
を
し

た
。
父
や
母
に
頭
を
押
さ
え
ら
れ
刈
っ
て
も
ら
っ
た
が
、
切
れ
る
バ
リ
カ

ン
な
ら
よ
い
が
、
大
抵
の
農
家
で
は
古
い
バ
リ
カ
ン
で
髪
を
刈
っ
て
お
る

の
で
、
途
中
で
髪
が
引
っ
か
っ
て
痛
い
と
叫
ぶ
事
が
何
回
も
あ
り
、
泣
き

泣
き
刈
っ
て
も
ら
っ
た
が
、
頭
を
見
る
と
ト
ラ
刈
り
頭
だ
っ
た
。
 

n
「馬
 
屋
」
】
 

大
百
姓
の
家
で
は
馬
を
飼
っ
て
居
る
家
も
有
り
、
馬
屋
は
家
の
中
に

あ
っ
た
の
で
、
夏
に
は

「
ハイ
」
ゃ
蚊
で
、
昼
に
は
馬
屋
の
方
か
ら

「
ハ

イ
」
が
飛
ん
で
き
て
、
家
の
中
を
飛
び
ま
わ
り
、
晩
に
は
馬
屋
か
ら
蚊
が

集
団
で
襲
い
、
ま
た
馬
糞
の
臭
気
が
鼻
を
突
く
が
、
当
時
は
な
ん
と
も
思

わ
ず
、
当
り
前
と
思
っ
て
居
た
。
 

【
「
掴
み
鼻
」
 H
 

昔
の
百
姓
は
鼻
紙
を
持
っ
て
い
る
人
は
い
な
か
っ
た
。
早
く
言
う
と
「掴
 
 

み
鼻
」
で
あ
る
。
鼻
汁
が
出
て
く
る
と
掴
み
鼻
を
し
た
。
残
っ
た
鼻
汁
を

着
物
の
袖
で
拭
き
、
着
物
の
袖
や
襟
が
ピ
カ
ピ
カ
と
光
っ
て
い
た
。
 

汚
い
話
で
あ
る
が
、
便
所
に
行
き
、
尻
を
拭
く
の
に
、
藁
を
丸
め
て
尻

を
拭
い
て
済
ま
し
た
が
、
家
の
前
に
あ
る
藁
乳
穂
か
ら
藁
を
抜
き
、
藁
を

グ
ル
グ
ル
丸
め
て
尻
を
拭
い
た
。
 

往
事
に
は
便
所
を

「
ヒ
ン
ツ
」
と
言
っ
た
が
、
「
ヒ
ン
ツ
」
は
便
池
の

誰
り
で
あ
る
と
思
う
が
、
お
尻
の
こ
と
を
「
ド
ン
ジ
」
と
言
っ
た
。
 

H
「
富
山
の
置
き
薬
」

n
 

大
人
で
も
子
供
で
も
病
気
に
な
っ
て
も
、
医
者
に
行
く
な
ど
、
ほ
と
ん

ど
無
か
っ
た
。
百
姓
の
家
で
は
お
金
が
無
い
の
で
あ
る
。
何
処
の
家
で
も

子
供
が
七
ー
八
人
も
あ
る
の
は
普
通
で
あ
っ
た
が
、
余
程
の
旦
那
衆
で
な

け
れ
ば
医
者
に
行
け
な
か
っ
た
。
 

病
気
に
な
り
、
医
者
に
か
か
る
と
高
い
お
金
を
取
ら
れ
る
の
で
、
越
中

富
山
の
置
き
薬
に
頼
っ
た
。
何
処
の
家
で
も
ニ
ー
三
e
富
山
の
置
き
薬
の

袋
が
柱
に
下
が
っ
て
い
た
。
 

富
山
の
置
薬
屋
か
ら
紙
風
船
や
其
の
他
を
貰
っ
た
が
、
村
で
は
ラ
ヂ
オ

や
新
聞
を
取
っ
て
居
る
家
は
、
旦
那
衆
以
外
は
無
く
、
隣
村
の
事
も
満
足

に
知
る
事
が
で
き
な
か
っ
た
の
で
、
富
山
の
薬
屋
か
ら
他
県
の
話
や
ら
、
 

隣
村
の
話
な
ど
知
ら
さ
れ
た
。
 

H
「
お
歯
黒
」

H
 

往
事
に
は
「
お
歯
黒
」
と
言
っ
て
、
女
の
人
が
歯
を
黒
く
染
め
た
が
、
 

昔
は
結
婚
し
た
人
と
、
結
婚
を
し
な
い
人
の
区
別
だ
と
言
う
。
ま
た
歯
を

染
め
る
と
虫
歯
に
か
か
ら
な
い
と
言
わ
れ
た
。
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中
世
期
中
柏
木
地
内
を
通
行
し
た
 

ケ
ド
 

道

の
跡
を

探

る
 

原
 
田
 
葛
 
治
 

昭
和
十
九
年
、
私
が
国
民
学
校
五
年
生
の
頃
で
あ
る
。
日
本
が
仕
掛
け
た
戦
争
も
敗
戦
色
濃
く
、
今
思
え
ば
い
つ
敗
れ
て
も
お
か
し
く
な
い
毎
日
で
あ

り
な
が
ら
、
 一
般
の
国
民
は
、
日
本
は
神
の
国
だ
か
ら
、
鬼
畜
米
英
に
は
絶
対
最
後
に
は
勝
つ
の
だ
と
教
え
込
ま
れ
、
そ
れ
を
信
じ
て
窮
乏
生
活
を
強
い

ら
れ
た
田
舎
で
、
往
時
の
中
柏
木
部
落
を
想
い
出
し
、
当
時
の
道
路
の
こ
と
を
思
い
描
い
て
み
た
o
 

太
陽
が
地
平
線
に
沈
む

一
時
間
位
前
か
ら
、
部
落
の
中
を
走
る
県
道
三
十
六
号
線
、
こ
の
道
路
の
村
中
を
、
赤
ダ
ン
プ
リ
（
と
ん
ぼ
）
が
群
れ
を
な
し

て
飛
ん
で
い
る
。
道
路
は
子
供
の
遊
び
場
で
あ
り
、
ま
た
ふ
れ
あ
い
の
場
で
も
あ
っ
た
。
こ
の
道
を
私
達
は
、
大
人
も
含
め
て
往
還
と
呼
ん
で
い
た
o
小

路
に
た
い
し
て
大
道
り
の
道
を
往
還
と
呼
ん
だ
ら
し
い
が
、
が
い
し
て
道
路
の
こ
と
を
、
ケ
ン
ド
な
い
し
は
ケ
ド
と
総
称
し
て
い
た
o
 

往
還
と
は
人
の
行
き
来
を
意
味
す
る
言
葉
で
あ
ろ
う
が
、
村
で
も
町
で
も

一
番
交
通
が
激
し
い
道
路
の
こ
と
で
何
か
か
し
ら
賑
や
か
で
、
新
し
い
も
の

が
そ
こ
に
あ
る
よ
う
な
匂
い
を
感
じ
さ
せ
る
m
l
ロ葉
で
あ
っ
た
。
 

秋
た
け
な
わ
と
な
る
と
、
な
ぜ
か
往
還
の
中
を
赤
ダ
ン
ブ
リ
が
何
万
何
十
万
と
群
れ
を
な
し
て
飛
ん
で
い
る
の
だ
。
ま
る
で
途
方
も
な
い
大
河
の
流
れ

の
よ
う
で
実
に
す
ば
ら
し
か
っ
た
。
も
し
も
今
、
あ
の
よ
う
な
情
景
が
再
現
さ
れ
る
こ
と
が
で
き
る
と
し
た
ら
、
物
凄
い
ほ
ど
の
観
光
客
を
招
く
こ
と
が

で
き
る
で
あ
ろ
う
と
考
え
さ
せ
ら
れ
る
。
 

晩
秋
も
終
わ
り
を
告
げ
る
頃
に
は
、
こ
e
往
還
と
い
わ
れ
る
道
を
、
秋
仕
舞
い
の
稲
を
運
ぶ
荷
車
が
、
銚
車
の
札
む
音
を
響
か
せ
、
馬
の
蹄
の
音
と
が

調
和
し
て
、
ま
る
で
今
は
失
わ
れ
た
農
村
の
原
風
景
の
よ
う
で
も
あ
っ
た
。
こ
の
風
景
が
、
大
正
、
昭
和
と
通
し
て
戦
後
二
、三
年
迄
は
続
い
て
い
た
が
、
 

自
動
車
と
農
薬
散
布
の
影
響
で
、
環
境
の
変
化
か
ら
再
び
難
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。
 

総
じ
て
道
路
の
こ
と
を
ケ
ン
ド
と
言
っ
た
が
，
ケ
ド
が
似
合
う
音
域
も
あ
る
。
其
れ
は
山
ケ
ド
で
あ
る
。
現
在
で
も
私
を
始
め
多
く
の
人
は
山
の
道
路
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か
な

晩
秋
も
終
わ
り
を
告
げ
る
頃
に
は
、
こ
の
往
還
と
い
わ
れ
る
道
を
、
秋
仕
舞
い
の
稲
を
運
ぶ
荷
車
が
、
金
車
の
軋
む
音
を
響
か
せ
、
馬
の
蹄
の
音
と
が

調
和
し
て
、
ま
る
で
今
は
失
わ
れ
た
農
村
の
原
風
景
の
よ
う
で
も
あ
っ
た
。
こ
の
風
景
が
、
大
正
、
昭
和
と
通
し
て
戦
後
二
、
三
年
迄
は
続
い
て
い
た
が
、

自
動
車
と
農
薬
散
布
の
影
響
で
、
環
境
の
変
化
か
ら
再
び
甦
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。

総
じ
て
道
路
の
こ
と
を
ケ
ン
ド
と
言
っ
た
が
，
ケ
ド
が
似
合
う
音
域
も
あ
る
。
其
れ
は
山
ケ
ド
で
あ
る
。
現
在
で
も
私
を
始
め
多
く
の
人
は
山
の
道
路

昭
和
十
九
年
、
私
が
国
民
学
校
五
年
生
の
頃
で
あ
る
。
日
本
が
仕
掛
け
た
戦
争
も
敗
戦
色
濃
く
、
今
思
え
ば
い
つ
敗
れ
て
も
お
か
し
く
な
い
毎
日
で
あ

り
な
が
ら
、
一
般
の
国
民
は
、
日
本
は
神
の
国
だ
か
ら
、
鬼
畜
米
英
に
は
絶
対
最
後
に
は
勝
つ
の
だ
と
教
え
込
ま
れ
、
そ
れ
を
信
じ
て
窮
乏
生
活
を
強
い

ら
れ
た
田
舎
で
、
往
時
の
中
柏
木
部
落
を
想
い
出
し
、
当
時
の
道
路
の
こ
と
を
思
い
描
い
て
み
た
。

太
陽
が
地
平
線
に
沈
む
一
時
間
位
前
か
ら
、
部
落
の
中
を
走
る
県
道
三
十
六
号
線
、
こ
の
道
路
の
村
中
を
、
赤
ダ
ン
ブ
リ
（
と
ん
ぼ
）
が
群
れ
を
な
し

て
飛
ん
で
い
る
。
道
路
は
子
供
の
遊
び
場
で
あ
り
、
ま
た
ふ
れ
あ
い
の
場
で
も
あ
っ
た
。
こ
の
道
を
私
達
は
、
大
人
も
含
め
て
往
還
と
呼
ん
で
い
た
。
小

路
に
た
い
し
て
大
道
り
の
道
を
往
還
と
呼
ん
だ
ら
し
い
が
、
が
い
し
て
道
路
の
こ
と
を
、
ケ
ン
ド
な
い
し
は
ケ
ド
と
総
称
し
て
い
た
。

往
還
と
は
人
の
行
き
来
を
意
味
す
る
言
葉
で
あ
ろ
う
が
、
村
で
も
町
で
も
一
番
交
通
が
激
し
い
道
路
の
こ
と
で
何
か
か
し
ら
賑
や
か
で
、
新
し
い
も
の

が
そ
こ
に
あ
る
よ
う
な
匂
い
を
感
じ
さ
せ
る
言
葉
で
あ
っ
た
。

秋
た
け
な
わ
と
な
る
と
、
な
ぜ
か
往
哩

の
よ
う
で
実
に
す
ば
ら
し
か
っ
た
。
も
‐

で
き
る
で
あ
ろ
う
と
考
え
さ
せ
ら
れ
る
。

Ⅱ
「
目
薬
り
」
Ⅱ

嘉
瀬
の
鍛
冶
町
薬
師
神
社
前
に
湧
水
が
あ
っ
た
。
こ
の
湧
水
で
目
を
洗

う
と
、
悪
い
目
の
人
も
治
る
。
ま
た
体
の
毒
を
消
す
と
か
で
、
旧
暦
七
月

七
日
は
薬
師
神
社
の
大
祭
で
、
村
の
人
々
は
勿
論
で
、
近
郷
近
在
の
人
々

が
大
勢
来
て
、
目
を
洗
っ
た
り
、
湧
水
を
呑
む
人
、
ま
た
一
升
徳
利
に
汲

ん
で
行
く
人
、
水
を
家
に
持
ち
帰
っ
て
か
ら
目
を
洗
う
人
々
が
多
々
あ
っ

た
。

Ⅱ
「
ジ
ャ
ン
ボ
刈
り
」
Ⅱ

昔
は
大
抵
の
家
で
「
バ
リ
カ
ン
」
が
あ
っ
た
。
床
屋
（
理
髪
店
）
に
行

く
お
金
を
節
約
し
た
。

そ
の
バ
リ
カ
ン
で
大
人
も
子
供
も
「
ジ
ャ
ン
ボ
」
（
散
髪
）
刈
り
を
し

た
。
父
や
母
に
頭
を
押
さ
え
ら
れ
刈
っ
て
も
ら
っ
た
が
、
切
れ
る
バ
リ
カ

ン
な
ら
よ
い
が
、
大
抵
の
農
家
で
は
古
い
バ
リ
カ
ン
で
髪
を
刈
っ
て
お
る

の
で
、
途
中
で
髪
が
引
つ
か
っ
て
痛
い
と
叫
ぶ
事
が
何
回
も
あ
り
、
泣
き

泣
き
刈
っ
て
も
ら
っ
た
が
、
頭
を
見
る
と
卜
ラ
刈
り
頭
だ
っ
た
。

Ⅱ
「
馬
屋
」
Ⅱ

大
百
姓
の
家
で
は
馬
を
飼
っ
て
居
る
家
も
有
り
、
馬
屋
は
家
の
中
に

あ
っ
た
の
で
、
夏
に
は
「
ハ
イ
」
や
蚊
で
、
昼
に
は
馬
屋
の
方
か
ら
「
ハ

イ
」
が
飛
ん
で
き
て
、
家
の
中
を
飛
び
ま
わ
り
、
晩
に
は
馬
屋
か
ら
蚊
が

集
団
で
襲
い
、
ま
た
馬
糞
の
臭
気
が
鼻
を
突
く
が
、
当
時
は
な
ん
と
も
思

わ
ず
、
当
り
前
と
思
っ
て
居
た
。

Ⅱ
「
掴
み
鼻
」
Ⅱ

昔
の
百
姓
は
鼻
紙
を
持
っ
て
い
る
人
は
い
な
か
っ
た
。
早
く
言
う
と
「
掴

中
世
期
中
柏
木
地
内
を
通
行
し
た

ケ
ド道
の
跡
を
探
る

な
ぜ
か
往
還
の
中
を
赤
ダ
ン
ブ
リ
が
何
万
何
十
万
と
群
れ
を
な
し
て
飛
ん
で
い
る
の
だ
。
ま
る
で
途
方
も
な
い
大
河
の
流
れ

っ
た
。
も
し
も
今
、
あ
の
よ
う
な
情
景
が
再
現
さ
れ
る
こ
と
が
で
き
る
と
し
た
ら
、
物
凄
い
ほ
ど
の
観
光
客
を
招
く
こ
と
が

み
鼻
」
で
あ
る
。
鼻
汁
が
出
て
く
る
と
掴
み
鼻
を
し
た
。
残
っ
た
鼻
汁
を

着
物
の
袖
で
拭
き
、
着
物
の
袖
や
襟
が
ピ
カ
ピ
カ
と
光
っ
て
い
た
。

汚
い
話
で
あ
る
が
、
便
所
に
行
き
、
尻
を
拭
く
の
に
、
藁
を
丸
め
て
尻

を
拭
い
て
済
ま
し
た
が
、
家
の
前
に
あ
る
藁
乳
穂
か
ら
藁
を
抜
き
、
藁
を

グ
ル
グ
ル
丸
め
て
尻
を
拭
い
た
。

往
事
に
は
便
所
を
「
ヒ
ン
ッ
」
と
言
っ
た
が
、
「
ヒ
ン
ッ
」
は
便
池
の

誰
り
で
あ
る
と
思
う
が
、
お
尻
の
こ
と
を
「
ド
ン
ジ
」
と
言
っ
た
。

Ⅱ
「
富
山
の
置
き
薬
」
Ⅱ

大
人
で
も
子
供
で
も
病
気
に
な
っ
て
も
、
医
者
に
行
く
な
ど
、
ほ
と
ん

ど
無
か
っ
た
。
百
姓
の
家
で
は
お
金
が
無
い
の
で
あ
る
。
何
処
の
家
で
も

子
供
が
七
～
八
人
も
あ
る
の
は
普
通
で
あ
っ
た
が
、
余
程
の
旦
那
衆
で
な

け
れ
ば
医
者
に
行
け
な
か
っ
た
。

病
気
に
な
り
、
医
者
に
か
か
る
と
高
い
お
金
を
取
ら
れ
る
の
で
、
越
中

富
山
の
置
き
薬
に
頼
っ
た
。
何
処
の
家
で
も
二
～
三
の
富
山
の
置
き
薬
の

袋
が
柱
に
下
が
っ
て
い
た
。

富
山
の
置
薬
屋
か
ら
紙
風
船
や
其
の
他
を
貰
っ
た
が
、
村
で
は
ラ
ヂ
オ

や
新
聞
を
取
っ
て
居
る
家
は
、
旦
那
衆
以
外
は
無
く
、
隣
村
の
事
も
満
足

に
知
る
事
が
で
き
な
か
っ
た
の
で
、
富
山
の
薬
屋
か
ら
他
県
の
話
や
ら
、

隣
村
の
話
な
ど
知
ら
さ
れ
た
。

Ⅱ
「
お
歯
黒
」
Ⅱ

往
事
に
は
「
お
歯
黒
」
と
言
っ
て
、
女
の
人
が
歯
を
黒
く
染
め
た
が
、

昔
は
結
婚
し
た
人
と
、
結
婚
を
し
な
い
人
の
区
別
だ
と
言
う
。
ま
た
歯
を

染
め
る
と
虫
歯
に
か
か
ら
な
い
と
言
わ
れ
た
。

原
田
萬
治
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と
か
、
山
ケ
ン
ド
と
か
は
言
わ
な
い
で
、
通
称
山
ケ
ド
で
通
っ
て
い
る
。
あ
そ
こ
の
山
ケ
ド
は
車
が
通
れ
な
い
と
か
、
こ
ち
ら
の
山
ケ
ド
は
坂
が
急
で
、
 

車
で
は
無
理
だ
と
か
、
と
に
か
く
ケ
ド
と
い
う
名
が
言
い
や
す
く
、
特
に
山
ケ
ド
の
名
は
臨
場
感
が
あ
っ
て
、
現
場
を
指
し
て
い
る
よ
う
で
、
親
し
く
呼

ば
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
 

今
で
は
往
還
も
小
路
も
家
が
あ
る
所
で
は
す
べ
て
舗
装
さ
れ
て
い
て
、
ま
し
て
や
農
道
ま
で
も
舗
装
さ
れ
る
に
至
っ
て
は
ケ
ン
ド
と
か
、
ケ
ド
と
か
は

違
和
感
が
が
あ
っ
て
ほ
と
ん
ど
の
人
は
道
路
の
言
葉
と
し
て
使
用
し
な
く
な
っ
て
き
た
。
 

道
に
は
い
ろ
い
ろ
な
道
が
あ
る
。
人
だ
け
が
通
る
道
、
車
道
、
鉄
道
、
 

船
や
飛
行
機
に
は
目
に
見
え
な
い
航
路
、
山
に
は
獣
道
、
よ
く
観
察
す
れ

ば
昆
虫
で
さ
え
道
が
開
け
て
い
る
。
み
ん
な
そ
れ
ぞ
れ
必
要
に
応
じ
て
使

い
わ
け
て
い
る
。
道
は
人
以
外
は
別
と
し
て
、
人
と
人
と
が
往
来
し
交
流

す
る
た
め
に
作
り
出
さ
れ
、
生
産
段
階
の
手
段
と
し
て
道
を
切
り
開
き
、
 

ま
た
と
き
と
し
て
は
敵
対
に
利
用
さ
れ
る
か
し
て
、
い
ろ
い
ろ
な
用
に
供

さ
れ
て
き
た
。
物
が
生
産
さ
れ
る
に
つ
れ
て
必
ず
道
が
開
け
て
く
る
。
と

同
時
に
支
配
す
る
側
と
し
て
は
自
分
の
利
益
に
通
じ
る
道
と
し
て
そ
れ
を

保
守
し
確
立
し
て
来
た
に
違
い
な
い
。
 

縄
文
時
代
人
の
生
き
方
の
歴
史
の
見
方
を
根
本
的
に
変
え
た
三
内
丸
山

人
の
、
千
五
百
年
も
の
間
定
住
さ
れ
た
と
言
わ
れ
る
遺
構
な
ど
を
み
て
、
 

金
木
地
区
内
に
住
ん
で
い
た
と
さ
れ
る
五
千
年
前
の
芦
野
七
タ
野
、
金
木

一
号
、
ヘ
ビ
沢
、
妻
ノ
神
一
、一
一
号
な
どの
縄
文
時
代
の
中
期
、
後
期
の

人
々
と
、
三
内
丸
山
の
人
と
の
交
流
が
あ
っ
た
か
、
な
か
っ
た
か
は
憶
測

の
域
を
で
な
い
け
れ
ど
も
、
交
流
が
あ
っ
た
と
み
て
差
し
支
え
な
い
と
私

は
み
て
い
る
。
ま
ず
第

一
に
考
え
ら
れ
る
の
は
、
海
水
の
高
さ
で
あ
る
。
 
 今

よ
り
五
、」ハ
メ
ー
ト
ル
も
海
水
が
高
い
と
す
れ
ば
、
陸
地
は
相
当
狭
め

ら
れ
、
三
内
丸
山
と
金
木
の
間
は
そ
れ
ほ
ど
難
易
な
道
で
は
な
い
か
と
思

わ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
遺
物
、
遺
構
に
し
て
も
似
て
い
て
、
そ
れ
ほ
ど
の

違
い
が
あ
る
わ
け
で
は
な
い
。
そ
れ
で
は
道
筋
は
ど
う
で
あ
っ
た
か
、
も

ち
ろ
ん
そ
の
道
筋
は
峰
伝
い
に
往
来
し
た
ろ
う
が
、
山
の
林
相
を
知
ら
な

い
人
か
ら
み
れ
ば
、
笹
や
棟
、
枯
れ
木
、
蔓
性
の
植
物
に
覆
わ
れ
て
歩
か

れ
る
も
の
で
は
な
い
と
考
え
る
だ
ろ
う
が
、
大
木
に
な
る
と
木
の
下
の
雑

木
や
雑
草
は
日
光
が
当
た
ら
な
い
た
め
に
枯
死
し
て
原
生
林
の
中
は
思
っ

た
よ
り
も
歩
き
や
す
く
な
る
も
の
な
の
だ
。
ち
な
み
に
山
に
お
い
て
百
年

間
の
あ
い
だ
歩
き

つ
づ
け
た
道
で
も
漕
木
地
帯
で
は
そ
の
道
が
廃
れ
る
と

数
年
で
荊
棟
に
覆
わ
れ
、
そ
の
道
の
陰
さ
え
発
見
す
る
こ
と
が
困
難
に
な

る
が
、
原
生
林
（
大
木
）
の
も
と
で
は
、
何
百
年
過
ぎ
て
も
歴
然
と
し
た

道
筋
が
発
見
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
以
上
の
こ
と
を
考
慮
し
て
縄
文
時
代
に

照
ら
し
て
み
れ
ば
、
三
内
丸
山
と
金
木
の
縄
文
人
は
兄
弟
の
範
囲
に
入
る

か
も
し
れ
な
い
の
だ
。
 

そ
ん
な
に
遠
い
昔
で
は
な
い
が
、
喜
良
市
鹿
子
の
沢
を
通
っ
て
中
山
山
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脈
を
横
断
し
て
外
ケ
浜

（
東津
軽
郡
）
に
出
た
と

11肩
わ
れ
る
内
真
辺
道
、
 

そ
し
て
今
泉
よ
り
蟹
田
方
面
に
通
じ
る
道
は
、
士

ニ

（
トサ
）
の
覇
者
安

東

一
族
の
本
家
、
分
家
の
気
脈
を
通
じ
る
道
筋
で
、
津
軽
藩
祖
為
信
が
、
 

嘉
瀬
城
、
八
重
、
佐
助
を
襲
撃
し
て
滅
ぼ
し
た
こ
と
の
一
翼
を
担
っ
た
道

路
で
あ
っ
た
と
も
つ
た
え
ら
れ
て
い
る

o
 

中
柏
木
に
お
い
て
は
藩
政
以
前
の
道
の
あ
り
か
は
山
伝
い
、
つ
ま
り
山

の
峰
伝
い
に
歩
い
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
だ
ろ
う
。
そ
れ
で
中
柏
木
の
古

い
道
路
と
し
て
の
「
中
世
の
ケ
ド
」
と
言
わ
れ
る
現
在
の
当
地
区
の
保
安

林
と

「
ヤ
ジ
ャ
の
山
」
（
弥左
工
門
沢
と
い
う
名
称
の
沢
全
体
を
含
め
た

呼
び
名
）
と
の
峰
伝
い
に
歩
い
た
道
筋
は
何
百
年
と
時
が
過
ぎ
て
も
、
そ

の
道
跡
は
昨
日
の
よ
う
に
は
っ
き
り
と
確
認
が
で
き
る
の
で
あ
る
。
そ
の

道
筋
は
五
所
川
原
市
飯
詰
の
下
外
れ
の
山
か
ら
登
り
始
め
、
毘
沙
門
山
と

ヤ
ジ
ャ
の
山
の
峰
伝
い
に
歩
き
、
峰
の
終
点
か
ら
三
百
米
西
側
に
ゆ
る
や

か
な
坂
を
下
り
て
嘉
瀬
と
小
田
川
に
行
き
着
く
分
岐
点
に
達
す
る
の
で
あ

る
。
の
ち
に
味
噌
ケ
沢
よ
り
毘
沙
門
山
の
峰
に
入
り
、前
文
の
通
り
、嘉
瀬
、
 

小
田
川
の
村
へ
辿
り
着
く
の
で
あ
る
。
道
と
い
う
の
は
ど
う
し
て
も
、
時

の
支
配
者
の
利
便
の
道
具
の
ー
つ
と
し
て
取
り
扱
わ
れ
た
ふ
し
が
あ
り
、
 

浪
岡
、
高
楯
と
為
信
に
攻
め
落
と
さ
れ
る
ま
で
の
山
中
の
唯

一
の
山
ケ
ド

で
あ
っ
た
が
、
飯
詰
の
高
楯
落
城
と
相
ま
っ
て
室
町
時
代
か
ら
、
戦
国
時

代
と
何
百
年
も
歩
か
れ
て
き
た
中
柏
木
山
と
ヤ
ジ
ャ
の
山
と
の
間
の
ケ
ド

は
廃
れ
た
が
、
小
田
川
と
嘉
瀬
へ
の
分
岐
点
か
ら
の
山
ケ
ド
は
、
藩
政
に

入
っ
て
も
ま
だ
ま
だ
用
を
な
し
て
い
た
。
 

中
世
の
代
に
活
躍
し
た
八
兵
衛
屋
敷
の
ガ
ン
ド

（
一種
の
追
剥
）
達
は
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今
で
は
往
還
も
小
路
も
家
が
あ
る
所
で
は
す
べ
て
舗
装
さ
れ
て
い
て
、
ま
し
て
や
農
道
ま
で
も
舗
装
さ
れ
る
に
至
っ
て
は
ケ
ン
ド
と
か
、
ケ
ド
と
か
は

違
和
感
が
が
あ
っ
て
ほ
と
ん
ど
の
人
は
道
路
の
言
葉
と
し
て
使
用
し
な
く
な
っ
て
き
た
。

と
か
、
山
ケ
ン
ド
と
か
は
言
わ
な
い
で
、

車
で
は
無
理
だ
と
か
、
と
に
か
く
ケ
ド
し

ば
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

道
に
は
い
ろ
い
ろ
な
道
が
あ
る
。
人
だ
け
が
通
る
道
、
車
道
、
鉄
道
、

船
や
飛
行
機
に
は
目
に
見
え
な
い
航
路
、
山
に
は
獣
道
、
よ
く
観
察
す
れ

ば
昆
虫
で
さ
え
道
が
開
け
て
い
る
。
み
ん
な
そ
れ
ぞ
れ
必
要
に
応
じ
て
使

い
わ
け
て
い
る
。
道
は
人
以
外
は
別
と
し
て
、
人
と
人
と
が
往
来
し
交
流

す
る
た
め
に
作
り
出
さ
れ
、
生
産
段
階
の
手
段
と
し
て
道
を
切
り
開
き
、

ま
た
と
き
と
し
て
は
敵
対
に
利
用
さ
れ
る
か
し
て
、
い
ろ
い
ろ
な
用
に
供

さ
れ
て
き
た
。
物
が
生
産
さ
れ
る
に
つ
れ
て
必
ず
道
が
開
け
て
く
る
。
と

同
時
に
支
配
す
る
側
と
し
て
は
自
分
の
利
益
に
通
じ
る
道
と
し
て
そ
れ
を

保
守
し
確
立
し
て
来
た
に
違
い
な
い
。

縄
文
時
代
人
の
生
き
方
の
歴
史
の
見
方
を
根
本
的
に
変
え
た
三
内
丸
山

人
の
、
千
五
百
年
も
の
間
定
住
さ
れ
た
と
言
わ
れ
る
遺
構
な
ど
を
み
て
、

金
木
地
区
内
に
住
ん
で
い
た
と
さ
れ
る
五
千
年
前
の
芦
野
七
夕
野
、
金
木

一
号
、
ヘ
ビ
沢
、
妻
ノ
神
一
、
二
号
な
ど
の
縄
文
時
代
の
中
期
、
後
期
の

人
々
と
、
三
内
丸
山
の
人
と
の
交
流
が
あ
っ
た
か
、
な
か
っ
た
か
は
憶
測

の
域
を
で
な
い
け
れ
ど
も
、
交
流
が
あ
っ
た
と
み
て
差
し
支
え
な
い
と
私

は
み
て
い
る
。
ま
ず
第
一
に
考
え
ら
れ
る
の
は
、
海
水
の
高
さ
で
あ
る
。

ケ僧（過）の 函告1里
金ﾗf対

穆飾筒

～負,卜侭"I鰔 は
言
わ
な
い
で
、
通
称
山
ケ
ド
で
通
っ
て
い
る
。
あ
そ
こ
の
山
ケ
ド
は
車
が
通
れ
な
い
と
か
、
こ
ち
ら
の
山
ケ
ド
は
坂
が
急
で
、

と
に
か
く
ケ
ド
と
い
う
名
が
言
い
や
す
く
、
特
に
山
ケ
ド
の
名
は
臨
場
感
が
あ
っ
て
、
現
場
を
指
し
て
い
る
よ
う
で
、
親
し
く
呼
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索

今
よ
り
五
、
六
メ
ー
ト
ル
も
海
水
が
高
い
と
す
れ
ば
、
陸
地
は
相
当
狭
め

ら
れ
、
三
内
丸
山
と
金
木
の
間
は
そ
れ
ほ
ど
難
易
な
道
で
は
な
い
か
と
思

わ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
遺
物
、
遺
構
に
し
て
も
似
て
い
て
、
そ
れ
ほ
ど
の

違
い
が
あ
る
わ
け
で
は
な
い
。
そ
れ
で
は
道
筋
は
ど
う
で
あ
っ
た
か
、
も

ち
ろ
ん
そ
の
道
筋
は
峰
伝
い
に
往
来
し
た
ろ
う
が
、
山
の
林
相
を
知
ら
な

い
人
か
ら
み
れ
ば
、
笹
や
鰊
、
枯
れ
木
、
蔓
性
の
植
物
に
覆
わ
れ
て
歩
か

れ
る
も
の
で
は
な
い
と
考
え
る
だ
ろ
う
が
、
大
木
に
な
る
と
木
の
下
の
雑

木
や
雑
草
は
日
光
が
当
た
ら
な
い
た
め
に
枯
死
し
て
原
生
林
の
中
は
思
っ

た
よ
り
も
歩
き
や
す
く
な
る
も
の
な
の
だ
。
ち
な
み
に
山
に
お
い
て
百
年

間
の
あ
い
だ
歩
き
つ
づ
け
た
道
で
も
灌
木
地
帯
で
は
そ
の
道
が
廃
れ
る
と

数
年
で
荊
鰊
に
覆
わ
れ
、
そ
の
道
の
陰
さ
え
発
見
す
る
こ
と
が
困
難
に
な

る
が
、
原
生
林
（
大
木
）
の
も
と
で
は
、
何
百
年
過
ぎ
て
も
歴
然
と
し
た

道
筋
が
発
見
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
以
上
の
こ
と
を
考
慮
し
て
縄
文
時
代
に

照
ら
し
て
み
れ
ば
、
三
内
丸
山
と
金
木
の
縄
文
人
は
兄
弟
の
範
囲
に
入
る

か
も
し
れ
な
い
の
だ
。

そ
ん
な
に
遠
い
昔
で
は
な
い
が
、
喜
良
市
鹿
子
の
沢
を
通
っ
て
中
山
山

脈
を
横
断
し
て
外
ケ
浜
（
東
津
軽
郡
）
に
出
た
と
言
わ
れ
る
内
真
辺
道
、

そ
し
て
今
泉
よ
り
蟹
田
方
面
に
通
じ
る
道
は
、
十
三
（
ト
サ
）
の
覇
者
安

東
一
族
の
本
家
、
分
家
の
気
脈
を
通
じ
る
道
筋
で
、
津
軽
藩
祖
為
信
が
、

嘉
瀬
城
、
八
重
、
佐
助
を
襲
撃
し
て
滅
ぼ
し
た
こ
と
の
一
翼
を
担
っ
た
道

路
で
あ
っ
た
と
も
つ
た
え
ら
れ
て
い
る
。

中
柏
木
に
お
い
て
は
藩
政
以
前
の
道
の
あ
り
か
は
山
伝
い
、
つ
ま
り
山

の
峰
伝
い
に
歩
い
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
だ
ろ
う
。
そ
れ
で
中
柏
木
の
古

い
道
路
と
し
て
の
「
中
世
の
ケ
ド
」
と
言
わ
れ
る
現
在
の
当
地
区
の
保
安

林
と
「
ヤ
ジ
ャ
の
山
」
（
弥
左
エ
門
沢
と
い
う
名
称
の
沢
全
体
を
含
め
た

呼
び
名
）
と
の
峰
伝
い
に
歩
い
た
道
筋
は
何
百
年
と
時
が
過
ぎ
て
も
、
そ

の
道
跡
は
昨
日
の
よ
う
に
は
っ
き
り
と
確
認
が
で
き
る
の
で
あ
る
。
そ
の

道
筋
は
五
所
川
原
市
飯
詰
の
下
外
れ
の
山
か
ら
登
り
始
め
、
毘
沙
門
山
と

ヤ
ジ
ャ
の
山
の
峰
伝
い
に
歩
き
、
峰
の
終
点
か
ら
三
百
米
西
側
に
ゆ
る
や

か
な
坂
を
下
り
て
嘉
瀬
と
小
田
川
に
行
き
着
く
分
岐
点
に
達
す
る
の
で
あ

る
。
の
ち
に
味
噌
ケ
沢
よ
り
毘
沙
門
山
の
峰
に
入
り
、
前
文
の
通
り
、
嘉
瀬
、

小
田
川
の
村
へ
辿
り
着
く
の
で
あ
る
。
道
と
い
う
の
は
ど
う
し
て
も
、
時

の
支
配
者
の
利
便
の
道
具
の
一
つ
と
し
て
取
り
扱
わ
れ
た
ふ
し
が
あ
り
、

浪
岡
、
高
楯
と
為
信
に
攻
め
落
と
さ
れ
る
ま
で
の
山
中
の
唯
一
の
山
ケ
ド

で
あ
っ
た
が
、
飯
詰
の
高
楯
落
城
と
相
ま
っ
て
室
町
時
代
か
ら
、
戦
国
時

代
と
何
百
年
も
歩
か
れ
て
き
た
中
柏
木
山
と
ヤ
ジ
ャ
の
山
と
の
間
の
ケ
ド

は
廃
れ
た
が
、
小
田
川
と
嘉
瀬
へ
の
分
岐
点
か
ら
の
山
ケ
ド
は
、
藩
政
に

入
っ
て
も
ま
だ
ま
だ
用
を
な
し
て
い
た
。

中
世
の
代
に
活
躍
し
た
八
兵
衛
屋
敷
の
ガ
ン
ド
（
一
種
の
追
剥
）
達
は
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一



ヤジャの山からひろった石 

如
 

ヤ
ジ
ャ
の
ケ
ド
ま
で
、
八
兵
衛
屋
敷
か
ら
直
線
距
離
に
し
て
二
千
百
米
で
、
 

実
際
に
行
動
を
起
こ
す
と
す
れ
ば
、
曲
が
り
く
ね
っ
た
山
ケ
ド
で
あ
る
た

め
、
二
千
五
百
米
の
道
な
き
道
を
通
っ
て
物
品
を
奪
う
よ
う
に
奔
走
し
た

の
で
あ
ろ
う
。
 

ヤ
ジ
ャ
の
ケ
ド
の
方
角
か
ら
八
兵
衛
屋
敷
は
西
方
に
あ
た
り
、
当
時
と

し
て
は
所
在
を
確
認
す
る
こ
と
が
困
難
で
、
大
通
り
で
あ
っ
た
ヤ
ジ
ャ
の

ケ
ド
か
ら
は
死
角
に
あ
た
っ
て
い
た
か
も
し
れ
な
い
。
 

し
か
し
、
い
か
に
ガ
ン
ド
が
い
た
と
し
て
も
、
追
剥
だ
け
で
生
計
を
た

て
て
い
る
わ
け
で
は
な
く
、
屋
敷
跡
の
土
器
の
散
在
か
ら
み
て
、
水
田
耕

作
は
無
理
と
し
て
も
、
畑
作
は
可
能
で
あ
っ
た
ろ
う
し
、
面
積
か
ら
み
て

も
、
五
、
ーハ
戸
の
群
を
な
し
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。
ガ
ン
ド
が
い
た
と
て

生
活
物
資
に
窮
す
る
と
徒
党
を
組
ん
で
襲
撃
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
 

昭
和
五
十
二
年
二
月
六
日
か
ら
降
り
続
い
た
雪
は
、
青
森
市
で

一
九
〇

セ
ン
チ
、
五
所
川
原
市
で

一
五
〇
セ
ン
チ
と
な
り
、
中
柏
木
に
於
い
て
は

二
月
十
日
、
朝
三
時
か
ら
、
ち
ょ
う
ど
昼
十
二
時
迄
降
っ
た
雪
は

一
〇
〇

セ
ン
チ
で
、
ま
さ
し
く
豪
雪
で
あ
っ
た
。
金
木
町
本
町
は

一
〇
〇
セ
ン
チ

に
は
な
ら
な
か
っ
た
が
、
こ
の
豪
雪
の
対
策
助
成
援
助
と
し
て
、
金
木
町

に
国
か
ら
ブ
ル
ド
ー
ザ
ー
】
台
が
寄
与
さ
れ
た
。
そ
の
ブ
ル
ド
ー
ザ
ー
の

仕
事
の
一
翼
を
担
う
作
業
と
し
て
、
中
柏
木
の
山
の
保
安
林
の
中
の
各
沢

の
峰
を
自
動
車
が
通
れ
る
作
業
道
を
造
っ
た
の
で
あ
る
。
 

私
は
お
盆
過
ぎ
に
自
分
の
持
ち
山
を
見
回
ろ
う
と
し
て
、

一
の
沢
で
あ

る
ウ
ド
沢
と
北
の
沢
が
交
差
し
て
な
お
か
つ
ヤ
ジ
ャ
の
山
と
の
交
点
あ
た
 

ト
．
 

り
で
珍
し
い
石
を
拾
っ
た
こ
と
が
あ
る
。
石
そ
の
も
の
が
珍
し
い
の
で
は

な
く
、
有
る
場
所
で
は
な
い
と
こ
ろ
に
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
言
っ
て
み

れ
ば
中
世
の
ケ
ド
で
あ
る
ヤ
ジ
ャ
の
ケ
ド
付
近
で
、
手
の
中
に
入
れ
る
位

の
平
べ
っ
た
く
丸
く
て
き
れ
い
な
石
で
五
個
ほ
ど
拾
い
集
め
た
が
、
ブ
ル

ド
ー
ザ
ー
で
掻
き
回
し
て
の
五
個
だ
か
ら
他
に
も
っ
と
あ
っ
た
の
か
も
し

れ
な
い
が
、
と
に
か
く
付
近
か
ら
は
ま
ち
が
っ
て
も
出
土
す
る
石
で
は
な

か
っ
た
。
そ
の
石
は
な
に
か
の
標
す
で
、
公
標
か
私
標
、
そ
れ
と
も
行
き

倒
れ
に
な
っ
た
人
の
墓
標
の
印
で
あ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。
ま
た
何
ら
か

の
分
岐
点
を
示
し
大
切
な
指
標
石
に
使
用
し
た
の
か
も
し
れ
な
い
o
と
、
 

い
ろ
い
ろ
な
見
方
が
成
り
立
つ
わ
け
で
あ
る
。
 

道
の
働
き
の
用
は
始
め
は
受
動
的
で
も
、
利
用
し
て
い
る
う
ち
に
能

動
的
に
な
っ
て
く
る
。
南
朝
の
影
響
を
強
く
受
け
て
い
た
と
い
わ
れ
る
浪

岡
城
、
飯
詰
の
高
楯
城
、
そ
し
て
中
柏
木
城

（
城
と
いう
よ
り
は
山
館
で

昭
和
二
十
五
年
頃
ま
で
は
堀
跡
が
残
っ
て
い
た
）
八
重
、
左
助
が
守
っ
て

い
た
、
今
は
小
田
川
城
と
い
っ
て
い
る
が
嘉
瀬
城
（
私
は
嘉
瀬
村
の
区
有

地
に
あ
り
、
嘉
瀬
の
お
城
山
と
永
年
呼
称
さ
れ
て
き
た
の
で
嘉
瀬
城
と
お

も
っ
て
い
る
。）
そ
し
て
嘉
瀬
の
西
館
と
政
略
上
繋
が
っ
て
い
た
の
だ
が
、
 

為
信
な
い
し
は
為
信
の
手
下
に
よ
っ
て
、
落
城
の
憂
き
目
に
遭
っ
た
が
中

世
の
ヤ
ジ
ャ
の
ケ
ド
は
攻
守
共
に
大
き
な
役
割
を
果
た
し
た
の
で
あ
る
。
 

こ
の
ヤ
ジ
ャ
の
ケ
ド
も
明
治
も
終
り
か
ら
大
正
に
か
け
て
ヤ
ジ
ャ
の
全

体
の
杉
の
植
林
の
た
め
新
し
い
馬
車
道
が
通
っ
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
中
世

の
ケ
ド
跡
も
半
分
以
上
は
組
み
込
ま
れ
、
そ
れ
が
新
し
い
ヤ
ジ
ャ
の
ケ
ド
 
 

と
名
付
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
 

植
林
さ
れ
た
杉
は
昭
和
三
十
年
代
に
伐
リ
だ
さ
れ
た
が
、
そ
の
後
手

入
れ
さ
れ
る
こ
と
な
く
二
十
年
ぐ
ら
い
で
棟
や
そ
の
他
の
雑
木
の
繁
茂
に

よ
っ
て
完
全
に
道
路
と
し
て
の
用
を
な
さ
な
く
な
り
人
も
歩
く
こ
と
さ
え

で
き
な
く
な
っ
た
の
で
あ
る
。
 

と
こ
ろ
が
平
成
十
年
に
森
林
整
備
法
と
い
う
新
し

い
法
律
が
生
ま
れ
、
 

そ
の
法
律
に
の
っ
と
っ
て
中
柏
木
の
山
で
あ
る
保
安
林
の
中
の
各
沢
に
堰

堤
を
築
き
、
各
峰
に
は
砂
利
敷
の
道
路
が
平
成
十
四
年
に
完
成
さ
れ
た

o
 

そ
れ
に
つ
れ
て
五
所
川
原
市
共
栄
部
落
か
ら
嘉
瀬
ス
キ
ー
場
経
由
、
嘉
瀬

迄
の
幹
線
道
路
が
す
っ
か
り
完
成
し
、大
型
車
も
通
れ
る
よ
う
に
な
っ
た

o
 

車
が
交
差
で
き
る
り
っ
ぱ
な
や
ま
ケ
ド
で
あ
つ
て
も
や
は
り
ヤ
ジ
ャ
の
ケ

ド
で
あ
る
。
 

藩
政
時
代
に
入
っ
て
葦
原
の
湿
原
地
帯
で
あ
っ
た
不
毛

の
地
帯
で
も

開
墾
さ
れ
る
に
つ
れ
て
水
田
が
現
れ
て
き
た
。
寛
永
年
間

（
一
六
二
四

ー
 

一
六
四
三
）
で
西
北
の
中
心
地
、
五
所
川
原
で
さ
え
、
た
っ
た
の
十
九
軒

の
小
部
落
に
過
ぎ
な
か
っ
た
と
い
う
。
 

原
野
の
開
拓
が
進
み
、
と
り
わ
け
水
田
の
開
墾
が
著
し
く
、
水
稲

の

生
育
に
必
要
な
水
の
確
保
が
絶
対
的
に
必
要
に
な
り
、
水
源
と
し
て
の
溜

池
の
築
堤
が
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
る
。
堤
は
も
ち
ろ
ん
土
の
盛
土
で
水
漏

れ
な
く
締
ま
る
土
で
こ
の
築
堤
が
七
ッ
館
以
北
の
主
要
な
道
路
の
役
割
を

果
し
て
く
る
の
で
あ
る
。
長
橋
溜
池
や
、
金
山
溜
池
、
境
ノ
沢
溜
池
の
土

堤
が
完
成
し
て
、
そ
の
土
堤
の
上
を
道
路
と
し
て
利
用
し
、
い
わ
ゆ
る
下
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道
の
働
き
の
用
は
始
め
は
受
動
的
で
も
、
利
用
し
て
い
る
う
ち
に
能

動
的
に
な
っ
て
く
る
。
南
朝
の
影
響
を
強
く
受
け
て
い
た
と
い
わ
れ
る
浪

岡
城
、
飯
詰
の
高
楯
城
、
そ
し
て
中
柏
木
城
（
城
と
い
う
よ
り
は
山
館
で

昭
和
二
十
五
年
頃
ま
で
は
堀
跡
が
残
っ
て
い
た
）
八
重
、
左
助
が
守
っ
て

い
た
、
今
は
小
田
川
城
と
い
っ
て
い
る
が
嘉
瀬
城
（
私
は
嘉
瀬
村
の
区
有

地
に
あ
り
、
嘉
瀬
の
お
城
山
と
永
年
呼
称
さ
れ
て
き
た
の
で
嘉
瀬
城
と
お

も
っ
て
い
る
。
）
そ
し
て
嘉
瀬
の
西
館
と
政
略
上
繋
が
っ
て
い
た
の
だ
が
、

為
信
な
い
し
は
為
信
の
手
下
に
よ
っ
て
、
落
城
の
憂
き
目
に
遭
っ
た
が
中

世
の
ヤ
ジ
ャ
の
ケ
ド
は
攻
守
共
に
大
き
な
役
割
を
果
た
し
た
の
で
あ
る
。

こ
の
ヤ
ジ
ャ
の
ケ
ド
も
明
治
も
終
り
か
ら
大
正
に
か
け
て
ヤ
ジ
ャ
の
全

体
の
杉
の
植
林
の
た
め
新
し
い
馬
車
道
が
通
っ
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
中
世

の
ケ
ド
跡
も
半
分
以
上
は
組
み
込
ま
れ
、
そ
れ
が
新
し
い
ヤ
ジ
ャ
の
ケ
ド

ヤ
ジ
ャ
の
ケ
ド
ま
で
、
八
兵
衛
屋
敷
か
ら
直
線
距
離
に
し
て
二
千
百
米
で
、

実
際
に
行
動
を
起
こ
す
と
す
れ
ば
、
曲
が
り
く
ね
っ
た
山
ケ
ド
で
あ
る
た

め
、
二
千
五
百
米
の
道
な
き
道
を
通
っ
て
物
品
を
奪
う
よ
う
に
奔
走
し
た

の
で
あ
る
請
う
。

ヤ
ジ
ャ
の
ケ
ド
の
方
角
か
ら
八
兵
衛
屋
敷
は
西
方
に
あ
た
り
、
当
時
と

し
て
は
所
在
を
確
認
す
る
こ
と
が
困
難
で
、
大
通
り
で
あ
っ
た
ヤ
ジ
ャ
の

ケ
ド
か
ら
は
死
角
に
あ
た
っ
て
い
た
か
も
し
れ
な
い
。

し
か
し
、
い
か
に
ガ
ン
ド
が
い
た
と
し
て
も
、
追
剥
だ
け
で
生
計
を
た

て
て
い
る
わ
け
で
は
な
く
、
屋
敷
跡
の
土
器
の
散
在
か
ら
み
て
、
水
田
耕

作
は
無
理
と
し
て
も
、
畑
作
は
可
能
で
あ
っ
た
ろ
う
し
、
面
積
か
ら
み
て

も
、
五
、
六
戸
の
群
を
な
し
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。
ガ
ン
ド
が
い
た
と
て

生
活
物
資
に
窮
す
る
と
徒
党
を
組
ん
で
襲
撃
し
た
の
で
あ
ろ
う
。

昭
和
五
十
二
年
二
月
六
日
か
ら
降
り
続
い
た
雪
は
、
青
森
市
で
一
九
○

セ
ン
チ
、
五
所
川
原
市
で
一
五
○
セ
ン
チ
と
な
り
、
中
柏
木
に
於
い
て
は

二
月
十
日
、
朝
三
時
か
ら
、
ち
ょ
う
ど
昼
十
二
時
迄
降
っ
た
雪
は
一
○
○

セ
ン
チ
で
、
ま
さ
し
く
豪
雪
で
あ
っ
た
。
金
木
町
本
町
は
一
○
○
セ
ン
チ

に
は
な
ら
な
か
っ
た
が
、
こ
の
豪
雪
の
対
策
助
成
援
助
と
し
て
、
金
木
町

に
国
か
ら
ブ
ル
ド
ー
ザ
ー
一
台
が
寄
与
さ
れ
た
。
そ
の
ブ
ル
ド
ー
ザ
ー
の

仕
事
の
一
翼
を
担
う
作
業
と
し
て
、
中
柏
木
の
山
の
保
安
林
の
中
の
各
沢

の
峰
を
自
動
車
が
通
れ
る
作
業
道
を
造
っ
た
の
で
あ
る
。

私
は
お
盆
過
ぎ
に
自
分
の
持
ち
山
を
見
回
ろ
う
と
し
て
、
一
の
沢
で
あ

る
ウ
ド
沢
と
北
の
沢
が
交
差
し
て
な
お
か
つ
ヤ
ジ
ャ
の
山
と
の
交
点
あ
た

り
で
珍
し
い
石
を
拾
っ
た
こ
と
が
あ
る
。
石
そ
の
も
の
が
珍
し
い
の
で
は

な
く
、
有
る
場
所
で
は
な
い
と
こ
ろ
に
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
言
っ
て
み

れ
ば
中
世
の
ケ
ド
で
あ
る
ヤ
ジ
ャ
の
ケ
ド
付
近
で
、
手
の
中
に
入
れ
る
位

の
平
べ
っ
た
く
丸
く
て
き
れ
い
な
石
で
五
個
ほ
ど
拾
い
集
め
た
が
、
ブ
ル

ド
ー
ザ
ー
で
掻
き
回
し
て
の
五
個
だ
か
ら
他
に
も
っ
と
あ
っ
た
の
か
も
し

れ
な
い
が
、
と
に
か
く
付
近
か
ら
は
ま
ち
が
っ
て
も
出
土
す
る
石
で
は
な

か
っ
た
。
そ
の
石
は
な
に
か
の
標
す
で
、
公
標
か
私
標
、
そ
れ
と
も
行
き

倒
れ
に
な
っ
た
人
の
墓
標
の
印
で
あ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。
ま
た
何
ら
か

の
分
岐
点
を
示
し
大
切
な
指
標
石
に
使
用
し
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
と
、

い
ろ
い
ろ
な
見
方
が
成
り
立
つ
わ
け
で
あ
る
。

藩
政
時
代
に
入
っ
て
葦
原
の
湿
原
地
帯
で
あ
っ
た
不
毛
の
地
帯
で
も

開
墾
さ
れ
る
に
つ
れ
て
水
田
が
現
れ
て
き
た
。
寛
永
年
間
（
一
六
二
四
～

一
六
四
三
）
で
西
北
の
中
心
地
、
五
所
川
原
で
さ
え
、
た
っ
た
の
十
九
軒

の
小
部
落
に
過
ぎ
な
か
っ
た
と
い
う
。

原
野
の
開
拓
が
進
み
、
と
り
わ
け
水
田
の
開
墾
が
著
し
く
、
水
稲
の

生
育
に
必
要
な
水
の
確
保
が
絶
対
的
に
必
要
に
な
り
、
水
源
と
し
て
の
溜

池
の
築
堤
が
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
る
。
堤
は
も
ち
ろ
ん
土
の
盛
土
で
水
漏

れ
な
く
締
ま
る
土
で
こ
の
築
堤
が
セ
ツ
館
以
北
の
主
要
な
道
路
の
役
割
を

果
し
て
く
る
の
で
あ
る
。
長
橋
溜
池
や
、
金
山
溜
池
、
境
ノ
沢
溜
池
の
土

堤
が
完
成
し
て
、
そ
の
土
堤
の
上
を
道
路
と
し
て
利
用
し
、
い
わ
ゆ
る
下

と
名
付
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

植
林
さ
れ
た
杉
は
昭
和
三
十
年
代
に
伐
り
だ
さ
れ
た
が
、
そ
の
後
手

入
れ
さ
れ
る
こ
と
な
く
二
十
年
ぐ
ら
い
で
鰊
や
そ
の
他
の
雑
木
の
繁
茂
に

よ
っ
て
完
全
に
道
路
と
し
て
の
用
を
な
さ
な
く
な
り
人
も
歩
く
こ
と
さ
え

で
き
な
く
な
っ
た
の
で
あ
る
。

と
こ
ろ
が
平
成
十
年
に
森
林
整
備
法
と
い
う
新
し
い
法
律
が
生
ま
れ
、

そ
の
法
律
に
の
っ
と
っ
て
中
柏
木
の
山
で
あ
る
保
安
林
の
中
の
各
沢
に
堰

堤
を
築
き
、
各
峰
に
は
砂
利
敷
の
道
路
が
平
成
十
四
年
に
完
成
さ
れ
た
。

そ
れ
に
つ
れ
て
五
所
川
原
市
共
栄
部
落
か
ら
嘉
瀬
ス
キ
ー
場
経
由
、
嘉
瀬

迄
の
幹
線
道
路
が
す
っ
か
り
完
成
し
、
大
型
車
も
通
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

車
が
交
差
で
き
る
り
っ
ぱ
な
や
ま
ケ
ド
で
あ
っ
て
も
や
は
り
ヤ
ジ
ャ
の
ケ

ド
で
あ
る
。

P"
■

ヤジャの山からひろった石
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①
中
世

の
ケ
ド

（
道
路）
釜
落

の
奥
 

ノ
切
道
路
と
称
さ
 

こ
れ
ま
で
は
四
十
八
丁

（
五
二
四

一
、六
メ
ー
ト
ル
）
を
も
っ
て
、
 一

れ
る
よ
う
に
な
っ
 

里
と
し
た
が
、
こ
の
測
量
の
時
点
か
ら
三
十
六
丁

（三
九
三

一
、ー
ーメ
ー
 

た
。
下
ノ
切
道
路
 
ト

ル
）
を
も
っ

て

一
里
と
定
め
測
量
を

実
施
し

た
の
で
あ
る
o
十
丁

の
始
め
は
飯
詰
か
 

抗
、
 一
里
塚
を
設
定
し
た
の
も
こ
の
時
で
、
だ
れ
に
で
も
分
か
る
道
路
の
 

か
み
 

ら
上
の
ぼ
り
の
こ
 

距
離

の
目

安
を

つ
 

と
を
指
し
た
ら
し
 

く
っ
た
の
で
あ
る
o
 
②
明
治

・
大
正
の
時
代
に
開
削
さ
れ
た
 

、
  
・
、
 
、
 
 

一
 
又

ヒ
コ
L

二
 

？
 
、
 

、
 
‘
 

：
一
 
ー
 

 
車

馬
道
苑
沢
の

奥
 

い
が
、
飯
詰
以
北
 

ち
な

み
に

一
里
 

（
二
間
道
路
）
寛
 
塚

は
、
慶
長

九
年

文

（
一
六
六

一
）
 

（
一
六
〇
四

）

幕

以
降

に
着
手
し
 

府

の
命
令
に

よ
っ

た
の
は
津
軽
四
代
 
て
、

津
軽
、
南
部
と

藩
主
信
政
が
、

は
 
も

創
ら
れ

る
よ

う

じ

め

て
江

戸
神
 
に

な
っ
た
の
だ
が
、
 

田

の
邸
か

ら
津
 
飯

詰
以
北
は

幕
命

軽
へ

帰
っ

て
か
 
か
ら

約
九

十
年
も

ら
で
あ
る
。
信
政
 
遅
れ

て
や
っ

と
設

は
生
ま
れ
は
津
軽
 
置

さ
れ

る
よ

う
に

だ
が
育
ち
は
江

戸
 
な
っ

た
の
で
あ
る
。
 

で
、
十
六
歳
の
と
き
津
軽
に
帰
っ
て
来
た
の
だ
が
、
歴
代
藩
主
の
う
ち
で
 

こ
の
道
路

の
幅

も
名
君
と
い
わ
れ
た
殿
様
で
あ
っ
た
。
 

は
当
初
の
計

画
通

津
軽
領
内
の
開
墾
事
業
は
順
調
に
進
捗
し
、
飯
詰
以
北
も
着
々
と
開
墾
 
り
二
間

（
三
、
」ハ
四

が
進
み
、
元
禄
六
発
酉
年
（
一
六
九
三
）
四
月
か
ら
塩
崎
次
郎
左
工
門
、
 

メ
ー
ト
ル
）
道
路
で

舘
山
善
左
工
門
を
道
路
御
改
奉
行
と
し
て
測
量
せ
し
め
た
。
 

現
在
で

も
そ

の
痕
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で
、
十
六
歳
の
と
き
津
軽
に
帰
っ
て
来
た
の
だ
が
、
歴
代
藩
主
の
う
ち
で

も
名
君
と
い
わ
れ
た
殿
様
で
あ
っ
た
。

津
軽
領
内
の
開
墾
事
業
は
順
調
に
進
捗
し
、
飯
詰
以
北
も
着
々
と
開
墾

が
進
み
、
元
禄
六
癸
酉
年
（
一
六
九
三
）
四
月
か
ら
塩
崎
次
郎
左
エ
門
、

舘
山
善
左
エ
門
を
道
路
御
改
奉
行
と
し
て
測
量
せ
し
め
た
。
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ー

ノ
切
道
路
と
称
さ
こ
れ
ま
で
は
四
十

れ
る
よ
う
に
な
っ
里
と
し
た
が
、
こ
の

た
。
下
ノ
切
道
路
ト
ル
）
を
も
っ
て
一

の
始
め
は
飯
詰
か
抗
、
一
里
塚
を
設
定

か
み

ら
上
の
ぼ
り
の
こ
距
離
の
目
安
を
つ

と
を
指
し
た
ら
し
く
っ
た
の
で
あ
る
。

い
が
、
飯
詰
以
北
ち
な
み
に
一
里

（
二
間
道
路
）
寛
塚
は
、
慶
長
九
年

文
（
一
六
六
二
（
一
六
○
四
）
幕

以
降
に
着
手
し
府
の
命
令
に
よ
っ

た
の
は
津
軽
四
代
て
、
津
軽
、
南
部
と

藩
主
信
政
が
、
は
も
創
ら
れ
る
よ
う

じ
め
て
江
戸
神
に
な
っ
た
の
だ
が
、

田
の
邸
か
ら
津
飯
詰
以
北
は
幕
命

軽
へ
帰
っ
て
か
か
ら
約
九
十
年
も

ら
で
あ
る
。
信
政
遅
れ
て
や
っ
と
設

は
生
ま
れ
は
津
軽
置
さ
れ
る
よ
う
に

だ
が
育
ち
は
江
戸
な
っ
た
の
で
あ
る
。

歴
代
藩
主
の
う
ち
で
こ
の
道
路
の
幅

は
当
初
の
計
画
通

以
北
も
着
々
と
開
墾
り
二
間
（
三
、
六
四

一
塩
崎
次
郎
左
エ
門
、
メ
ー
ト
ル
）
道
路
で

め
た
。
現
在
で
も
そ
の
痕

〉

、

k!

、、

こ
れ
ま
で
は
四
十
八
丁
（
五
二
四
一
、
六
メ
ー
ト
ル
）
を
も
っ
て
、
一

里
と
し
た
が
、
こ
の
測
量
の
時
点
か
ら
三
十
六
丁
（
三
九
三
一
、
二
メ
ー

ト
ル
）
を
も
っ
て
一
里
と
定
め
測
量
を
実
施
し
た
の
で
あ
る
。
十
丁

抗
、
一
里
塚
を
設
定
し
た
の
も
こ
の
時
で
、
だ
れ
に
で
も
分
か
る
道
路
の

距
離
の
目
安
を
つ

く
っ
た
の
で
あ
る
。
②
明
治
・
大
正
の
時
代
に
開
削
さ
れ
た

〃
。
、
Ｉ
ゞ
↑
！
．
車
馬
道
萢
沢
の
奥
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